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平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

第
三
千
四
百
八
十
三
号

増

刊

②

　
　
　
　

規
　
　
　
則
（
第
四
号

－

第
十
一
号
）

○
福
岡
県
財
務
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
会
計
管
理
局
会
計
課
）
…
…
…
…
…
二

○
福
岡
県
立
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
使
用
料
及
び
利
用
料
金
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則 
（
教
育
庁
体
育
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）
…
…
…
…
…
二

○
福
岡
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則

 

（
公
園
街
路
課
）
…
…
…
…
…
三

○
福
岡
県
身
体
障
害
者
授
産
指
導
所
規
則
及
び
福
岡
県
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
障
害
者
福
祉
課
）
…
…
…
…
…
三

○
福
岡
県
児
童
福
祉
関
係
費
用
徴
収
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 （

障
害
者
福
祉
課
）
…
…
…
…
…
四

○
福
岡
県
森
林
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
農
山
漁
村
振
興
課
）
…
…
…
…
…
四

○
福
岡
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
人　

事　

課
）
…
…
…
…
…
五

○
福
岡
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
人　

事　

課
）
…
…
…
…
…
五

　
　
　
　

告
　
　
　
示
（
第
五
百
六
十
八
号

－

第
五
百
七
十
三
号
）

○
福
岡
県
国
民
健
康
保
険
診
療
報
酬
審
査
委
員
会
委
員
の
数
の
一
部
改
正

（
医
療
保
険
課
）
…
…
…
…
…
七

○
収
納
代
理
金
融
機
関
の
指
定
の
一
部
改
正 

（
会
計
管
理
局
会
計
課
）
…
…
…
…
…
七

○
福
岡
県
補
助
金
等
交
付
規
則
の
適
用
を
受
け
な
い
交
付
金
及
び
給
付
金
の
指
定

の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

（
財　

政　

課
）
…
…
…
…
…
八

○
航
空
機
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
の
地
域
の
類
型
ご
と
に
当
て
は
め
る
地
域
の
一

部
の
改
正 

（
環
境
保
全
課
）
…
…
…
…
…
八

○
県
が
管
理
す
る
港
湾
施
設
の
概
要
の
一
部
改
正 

（
港　

湾　

課
）
…
…
…
…
…
八

○
農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
補
助
金
交
付
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告

示 

（
農
村
森
林
整
備
課
）
…
…
…
…
…
八

　
　
　
　

訓
　
　
　
令
（
第
二
号

－

第
四
号
）

○
福
岡
県
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

（
行
政
経
営
企
画
課
）
…
…
…
…
…
十

○
福
岡
県
県
営
林
看
守
人
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

（
林
業
振
興
課
）
…
…
…
…
…
十

○
福
岡
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

（
人　

事　

課
）
…
…
…
…
十
二

　
　
　
　

議
　
　
　
会

○
福
岡
県
議
会
事
務
局
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

（
議
会
事
務
局
総
務
課
）
…
…
…
…
十
二

　
　
　
　

教
育
委
員
会

○
福
岡
県
教
育
庁
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
教
育
庁
総
務
課
）
…
…
…
…
十
三

○
福
岡
県
公
立
学
校
職
員
の
金
融
機
関
へ
の
口
座
振
替
額
の
通
知
に
関
す
る
規
則

　

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
教
育
庁
教
職
員
課
）
…
…
…
…
十
三

○
福
岡
県
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
委
員
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
教
育
庁
文
化
財
保
護
課
）
…
…
…
…
十
三

○
福
岡
県
教
育
庁
事
務
分
掌
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

（
教
育
庁
総
務
課
）
…
…
…
…
十
四

○
福
岡
県
教
育
委
員
会
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
（
教
育
庁
総
務
課
）
…
…
…
…
十
四

　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会

○
公
職
の
候
補
者
等
が
使
用
し
得
る
演
説
会
施
設
の
指
定
の
一
部
改
正

（
市
町
村
支
援
課
）
…
…
…
…
十
五

　
　
　
　

人
事
委
員
会

○
福
岡
県
の
職
員
の
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
二
十

○
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

 

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
二
十
一

○
福
岡
県
の
職
員
の
級
別
標
準
職
務
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
二
十
一

○
福
岡
県
の
職
員
の
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
二
十
一

目
　
　
　
次
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○
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
二
十
二

○
福
岡
県
の
職
員
の
級
別
標
準
職
務
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
二
十
二

○
平
成
二
十
五
年
改
正
条
例
附
則
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
研
究
職
給
料
表
の
経
過

　

的
特
例
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
規
則
（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
二
十
二

○
福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則 

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
二
十
四

○
福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
調
整
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
二
十
七

○
福
岡
県
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則 
（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
二
十
八

○
福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則 

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
二
十
八

○
福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
二
十
九

　
　
　

収
用
委
員
会

○
福
岡
県
収
用
委
員
会
の
文
書
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
程 

（
用　

地　

課
）
…
…
…
二
十
九

　

福
岡
県
財
務
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
四
号

　
　
　

福
岡
県
財
務
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

（
福
岡
県
財
務
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条　

福
岡
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
福
岡
県
規
則
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
七
十
六
条
中
「
の
百
分
の
三
に
百
分
の
百
五
」
を
「
に
、
第
一
号
に
掲
げ
る
率
及
び
第
二
号
に

掲
げ
る
率
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

　
　

一　

次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
率

イ　

前
年
度
に
売
り
渡
し
た
証
紙
の
総
額
が
二
十
五
億
円
以
下
の
売
り
さ
ば
き
人
（
ハ
に
掲
げ

る
者
を
除
く
。
）　

百
分
の
三

ロ　

前
年
度
に
売
り
渡
し
た
証
紙
の
総
額
が
二
十
五
億
円
を
超
え
る
売
り
さ
ば
き
人　

百
分
の

二
ハ　

そ
の
他
知
事
が
別
に
定
め
る
売
り
さ
ば
き
人　

百
分
の
二
・
二

　
　

二　

消
費
税
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
税
率
と
当
該
税
率

に
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
七
十
二
条
の
八
十
三
に
規
定
す
る

税
率
を
乗
じ
て
得
た
率
を
合
計
し
た
率
に
一
を
加
え
た
率

　
　

第
百
五
十
条
中
「
第
百
六
十
七
条
の
八
第
三
項
」
を
「
第
百
六
十
七
条
の
八
第
四
項
」
に
改
め
る

。

　
　

第
百
六
十
三
条
第
一
項
中
「
も
の
の
購
入
及
び
」
の
下
に
「
契
約
並
び
に
」
を
加
え
る
。

　
　

第
百
七
十
三
条
第
一
項
中
「
三
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
三
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

　
　

別
表
四
の
25
積
立
金
の
項
中
「
一
件
の
金
額
千
万
円
以
上
の
も
の
」
を
削
る
。

　

様
式
第
百
三
十
一
号
そ
の
三
、
様
式
第
百
三
十
二
号
そ
の
三
、
様
式
第
百
三
十
三
号
及
び
様
式
第

百
三
十
四
号
中
「3.1パ

ーセ
ン
ト

」
を
「3.0パ

ーセ
ン
ト

 

」
に
改
め
る
。

　

（
福
岡
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条　

福
岡
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
十
三
年
福
岡
県
規
則
第
三
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

附
則
第
四
項
を
削
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
立
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
使
用
料
及
び
利
用
料
金
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
五
号

規
　
　
　
則
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福
岡
県
立
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
使
用
料
及
び
利
用
料
金
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

　

福
岡
県
立
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
使
用
料
及
び
利
用
料
金
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
福
岡
県

規
則
第
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
条
第
一
項
第
二
号
中
「
財
団
法
人
福
岡
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
」
を
「
公
益
財
団
法
人
福
岡
県

ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に

公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
六
号

　
　
　

福
岡
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則

　

福
岡
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
五
号
）
の

施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
七
日
と
す
る
。

　

福
岡
県
身
体
障
害
者
授
産
指
導
所
規
則
及
び
福
岡
県
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
七
号

福
岡
県
身
体
障
害
者
授
産
指
導
所
規
則
及
び
福
岡
県
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

（
福
岡
県
身
体
障
害
者
授
産
指
導
所
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条　

福
岡
県
身
体
障
害
者
授
産
指
導
所
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
福
岡
県
規
則
第
六
十
五
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　
　

福
岡
県
障
害
者
就
労
支
援
ホ
ー
ム
あ
け
ぼ
の
園
規
則

第
一
条
中
「
福
岡
県
身
体
障
害
者
授
産
指
導
所
（
以
下
「
指
導
所
」
と
い
う
。
）
の
授
産
科
目
、

入
所
手
続
」
を
「
福
岡
県
障
害
者
就
労
支
援
ホ
ー
ム
あ
け
ぼ
の
園
（
以
下
「
あ
け
ぼ
の
園
」
と
い
う

。
）
の
訓
練
科
目
、
利
用
手
続
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
見
出
し
を
「
（
訓
練
科
目
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
指
導
所
」
を
「
あ
け
ぼ
の
園
」
に

、
「
授
産
科
目
」
を
「
訓
練
科
目
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
見
出
し
を
「
（
利
用
手
続
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
指
導
所
に
入
所
し
よ
う

」
を
「
あ
け
ぼ
の
園
を
利
用
し
よ
う
」
に
、
「
第
十
八
条
第
三
項
」
を
「
第
十
八
条
第
二
項
及
び
知

的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
」
に
、
「
指
導

所
」
を
「
あ
け
ぼ
の
園
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
指
導
所
に
入
所
す
る
こ
と
に
な
つ
た
者
（
以

下
「
入
所
者
」
と
い
う
。
）
は
、
入
所
」
を
「
あ
け
ぼ
の
園
を
利
用
す
る
者
「
以
下
「
利
用
者
」
と

い
う
。
）
は
、
利
用
」
に
改
め
る
。

　

第
四
条
第
一
項
中
「
指
導
所
」
を
「
あ
け
ぼ
の
園
」
に
改
め
る
。

　

第
五
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
及
び
第
六
条
中
「
入
所
者
」
を
「
利
用
者
」
に
改
め
る
。

　

第
七
条
中
「
入
所
者
」
を
「
利
用
者
」
に
、
「
指
導
所
」
を
「
あ
け
ぼ
の
園
」
に
改
め
る
。

　

第
八
条
中
「
入
所
者
」
を
「
利
用
者
」
に
改
め
る
。

　

（
福
岡
県
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条　

福
岡
県
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
福

岡
県
規
則
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　

福
岡
県
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則

　

第
一
条
中
「
福
岡
県
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
条
例
」
を
「
福
岡
県
障
害
者

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
条
例
」
に
改
め
る
。

　

第
二
条
第
一
項
中
「
福
岡
県
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
「
福
岡
県
障
害

者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
に
、
「
肢
体
不
自
由
者
の
治
療
及
び
訓
練
」
を
「
障
害
者
の

自
立
訓
練
そ
の
他
必
要
な
支
援
及
び
治
療
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
の
見
出
し
を
「
（
利
用
資
格
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
に
入
所
す
る
」
を
「
を
利
用
す
る

」
に
、
「
更
生
」
を
「
自
立
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
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規
定

」
に
改
め
、
同
表
備
考
４
③
中
「児

童

（者

）
」
の
次
に
「

、法
第

21条
の
５
の
３
に
よ
り
障

害
児
通
所
支
援
を
受
け
る
児
童

」
を
加
え
、
「障

害
児
施
設

」
を
「障

害
児
入
所
施
設

」
に
、
「障

害

者
自
立
支
援
法

」
を
「障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律

」
に

改
め
る
。

第
二
条　

福
岡
県
児
童
福
祉
関
係
費
用
徴
収
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
備
考
４
③
中
「

、第
13項

、第
14項
及
び
第

15項

」
を
「及

び
第

12項
か
ら
第

14項
ま

で

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
平
成
二

十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
森
林
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
九
号

　
　
　

福
岡
県
森
林
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
森
林
法
施
行
細
則
（
平
成
十
二
年
福
岡
県
規
則
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　

第
二
条
及
び
第
三
条
第
二
項
中
「
第
二
条
」
を
「
第
四
条
」
に
改
め
る
。

　

第
十
四
条
中
「
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
地
域

森
林
計
画
及
び
国
有
林
の
地
域
別
の
森
林
計
画
の
樹
立
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
年
農
水
省
訓
令
第

十
五
号
）
第
九
条
第
一
項
の
」
を
「
法
第
五
条
第
一
項
の
地
域
森
林
計
画
又
は
法
第
七
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
国
有
林
森
林
計
画
に
お
け
る
」
に
改
め
る
。

　

第
十
五
条
中
「
第
十
五
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

　

第
十
六
条
第
一
項
中
「
第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
四
十
八
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
第
十
五
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
四
十
八
条
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

　

第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
十
五
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
四
十
八
条
第
二
項
第
三
号

」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
四
十
八
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改

め
る
。

律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
者
で
あ
っ
て

、
法
第
二
十
二
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
た
も

の

　

第
四
条
の
見
出
し
を
「
（
利
用
期
間
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
入
所
者
の
入
所
期
間
」
を
「
セ
ン

タ
ー
を
利
用
す
る
者
（
以
下
「
利
用
者
」
と
い
う
。
）
の
利
用
期
間
」
に
改
め
、
「
法
第
九
条
に
規

定
す
る
」
を
削
る
。

　

第
五
条
の
見
出
し
を
「
（
利
用
手
続
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
セ
ン
タ
ー
に
入
所
し
よ
う

と
す
る
者
（
法
第
十
八
条
第
三
項
」
を
「
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
（
身
体
障
害
者
福
祉

法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
八
条
第
二
項
及
び
知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和

三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
セ
ン
タ
ー

に
入
所
す
る
こ
と
と
な
っ
た
者
は
、
入
所
」
を
「
利
用
者
は
、
利
用
」
に
改
め
る
。

　

第
六
条
の
見
出
し
を
「
（
利
用
者
の
義
務
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
入
所
者
」
を
「
利
用
者
」
に

、
「
更
生
訓
練
」
を
「
自
立
訓
練
」
に
改
め
る
。

　

第
七
条
中
「
入
所
者
」
を
「
利
用
者
」
に
、
「
忘
失
」
を
「
亡
失
」
に
改
め
る
。

　

別
記
様
式
中
「福

岡
県
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ

ーシ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー条
例

」
を
「福

岡
県
障
害

者
リ
ハ
ビ
リ
テ

ーシ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー条
例

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
児
童
福
祉
関
係
費
用
徴
収
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
八
号

　
　
　

福
岡
県
児
童
福
祉
関
係
費
用
徴
収
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

第
一
条　

福
岡
県
児
童
福
祉
関
係
費
用
徴
収
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
福
岡
県
規
則
第
五
十
六
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

別
表
第
一
備
考
２
中
「の

規
定

」
を
「及

び
平
成

24年
６
月

25日
障
発

0625第
１
号
厚
生
労
働
省

社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部
長
通
知

「控
除
廃
止
の
影
響
を
受
け
る
負
担
上
限
月
額
の
算
定
等

（

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部
所
管
の
制
度
に
限
る

。

）に
係
る
取
扱
い
に
つ
い
て

」
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別
表
三
二
の
三
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

別
表
三
三
の
項
下
欄
イ
中
「
、
カ
ワ
ウ
」
を
削
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
十
一
号

　
　
　

福
岡
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
四
十
年
福
岡
県
規
則
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

第
十
八
条
の
二
第
一
号
中
ツ
を
ネ
と
し
、
ヌ
か
ら
ソ
ま
で
を
ル
か
ら
ツ
ま
で
と
し
、
同
号
リ
中
「
与

え
る
」
を
「
与
え
、
当
該
意
見
書
を
受
領
す
る
」
に
改
め
、
同
号
中
リ
を
ヌ
と
し
、
イ
か
ら
チ
ま
で
を

ロ
か
ら
リ
ま
で
と
し
、
同
号
に
イ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

イ　

条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
受
領
す
る
こ
と
。

　

第
二
十
条
第
二
項
中
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
削
り
、
第
六
号
を
第
二
号
と
し
、
第
七
号
を
第
三

号
と
し
、
第
八
号
及
び
第
九
号
を
削
り
、
同
条
第
五
項
第
四
号
ト
中
「
第
六
十
九
条
第
三
項
」
を
「
第

六
十
九
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
第
九
号
中
「
障
害
者
自
立
支
援
法
（
以
下
こ
の
号
中
「

法
」
と
い
う
。
）
」
を
「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（

平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
こ
の
号
中
「
法
」
と
い
う
。
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
三
条
第
二
項
第
一
号
中
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
を
「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活

を
総
合
的
に
支
援
す
る
法
律
」
に
、
「
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
令
」
を
「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び

社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
令
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
四
条
第
一
号
中
ル
を
削
り
、
ヲ
を
ル
と
し
、
ワ
を
ヲ
と
し
、
カ
を
ワ
と
し
、
ワ
の
次
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

カ　

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
児

童
又
は
少
年
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
送

　

第
十
九
条
中
「
第
十
九
条
」
を
「
第
五
十
一
条
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
六
条
中
「
第
二
十
二
条
の
十
五
」
を
「
第
七
十
二
条
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
三
中
「第

15条
第
２
項
第
１
号

」
を
「第

48条
第
２
項
第
１
号

」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
四
中
「第

15条
第
２
項
第
２
号

」
を
「第

48条
第
２
項
第
２
号

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に

公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
十
号

　
　
　

福
岡
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
福
岡
県
規
則
第
八
十
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
五
の
項
下
欄
中
サ
を
削
る
。

　

別
表
一
一
の
項
下
欄
イ
中
「
第
十
条
」
の
下
に
「
（
法
第
三
十
八
条
並
び
に
第
四
十
条
第
一
項
及
び

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
「
薬
局
の
管
理
者
等
」
を
「
管
理
者
等
」

に
改
め
、
「
（
法
第
三
十
八
条
並
び
に
第
四
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
」
を
削
り
、
同
欄
中
ロ
か
ら
へ
ま
で
を
削
り
、
ト
を
ロ
と
し
、
チ
を
ハ
と
し
、
リ
か
ら
レ
ま
で

を
削
り
、
同
欄
ソ
中
「
薬
局
開
設
、
」
を
削
り
、
同
欄
中
ソ
を
ニ
と
し
、
同
欄
ツ
中
「
薬
局
開
設
、
」

を
削
り
、
同
欄
中
ツ
を
ホ
と
し
、
同
欄
ネ
中
「
薬
局
開
設
、
」
を
削
り
、
同
欄
中
ネ
を
ヘ
と
し
、
同
欄

ナ
中
「
薬
局
開
設
、
」
を
削
り
、
同
欄
中
ナ
を
ト
と
し
、
ラ
を
削
り
、
同
欄
ム
中
「
第
六
条
」
の
下
に

「
（
施
行
規
則
第
百
四
十
九
条
、
第
百
五
十
九
条
及
び
第
百
七
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限

る
。
）
」
を
加
え
、
「
薬
局
開
設
の
」
及
び
「
施
行
規
則
第
百
四
十
九
条
、
百
五
十
九
条
及
び

百
七
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
並
び
に
」
を
削
り
、
同
欄
中
ム
を
チ
と
し
、
ウ
か
ら
ヤ
ま
で
を

削
り
、
マ
を
リ
と
し
、
ケ
か
ら
シ
ま
で
を
ヌ
か
ら
ナ
ま
で
と
し
、
ヱ
を
削
り
、
同
欄
ヒ
中
「
施
行
細
則

」
を
「
薬
事
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
七
年
福
岡
県
規
則
第
二
十
九
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
施

行
細
則
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
欄
中
ヒ
を
ラ
と
し
、
モ
を
ム
と
し
、
セ
を
ウ
と
す
る
。

三
二
の
三　

削
除 
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省
略
を
認
め
る
こ
と
。

リ　

規
則
第
六
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
必
要
と
認
め
る
書
類
を
決
定
す
る
こ
と
。

ヌ　

規
則
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
応
募
者
に
つ
き
、
公
共
職
業
安
定
所
長
と
協
議
し

て
選
考
を
行
う
こ
と
。

ル　

規
則
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
入
校
の
許
可
に
つ
い
て
、
当
該
本
人
及
び
公
共
職

業
安
定
所
長
に
通
知
す
る
こ
と
。

ヲ　

規
則
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
訓
練
生
が
提
出
す
る
誓
約
書
及
び
健
康
診
断
書
を
受
領
す

る
こ
と
。

ワ　

規
則
第
八
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
健
康
診
断
書
の
提
出
の
省
略
を
認
め
る
基
準
を

定
め
る
こ
と
。

カ　

規
則
第
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
欠
席
届
及
び
医
師
の
診
断
書
そ
の
他
欠
席
の
理
由
を
明
ら

か
に
し
た
書
面
を
受
領
す
る
こ
と
。

ヨ　

規
則
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
退
校
願
を
受
領
す
る
こ
と
。

タ　

規
則
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
退
校
の
許
可
に
つ
い
て
、
当
該
本
人
に
通
知
す
る

こ
と
。

レ　

規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
退
校
に
つ
い
て
、
公
共
職
業
安
定
所
長
に
通
知
す
る
こ

と
。

ソ　

規
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
訓
練
生
の
技
能
及
び
こ
れ
に
関
す
る
知
識
の
程

度
が
進
級
に
値
す
る
と
認
め
、
進
級
さ
せ
る
こ
と
。

ツ　

規
則
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
所
定
の
課
程
を
修
了
し
た
訓
練
生
に
対
し
修
了

証
書
を
交
付
す
る
こ
と
。

ネ　

規
則
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
訓
練
生
指
導
要
録
を
作
成
す
る
こ
と
。

ナ　

規
則
第
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
訓
練
生
を
表
彰
す
る
こ
と
。

　

第
五
十
条
第
二
項
第
一
号
ネ
中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
一
項
第
十
号
」
を
「
第
六
十
条
第
一
項
第
十

号
」
に
改
め
、
同
号
ナ
中
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
六
十
三
条
第
一
項
第
五
号

」
に
改
め
、
同
号
ラ
中
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
二
項
」
を
「
第
六
十
三
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条

第
六
項
第
五
号
イ
⑴
中
「
、
カ
ワ
ウ
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
二
号
か
ら
第
四

号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

二　

養
蜂
振
興
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
八
十
号
。
以
下
こ
の
号
中
「
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行

致
の
あ
っ
た
児
童
に
対
し
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
行
う
こ
と
。

　

第
二
十
四
条
第
一
号
ユ
中
「
施
設
給
付
決
定
保
護
者
」
を
「
入
所
給
付
決
定
保
護
者
」
に
改
め
、
同

号
メ
か
ら
エ
ま
で
の
規
定
中
「
施
設
給
付
決
定
保
護
者
」
を
「
入
所
給
付
決
定
保
護
者
」
に
、
「
施
設

受
給
者
証
」
を
「
入
所
受
給
者
証
」
に
改
め
、
同
号
ヒ
中
「
施
設
支
給
決
定
保
護
者
」
を
「
入
所
給
付

決
定
保
護
者
」
に
改
め
、
同
号
モ
中
「
施
設
受
給
者
証
」
を
「
入
所
受
給
者
証
」
に
改
め
、
同
号
セ
及

び
ス
中
「
施
設
給
付
決
定
保
護
者
」
を
「
入
所
給
付
決
定
保
護
者
」
に
改
め
、
同
号
，イ
中
「
施
設
受
給

者
証
」
を
「
入
所
受
給
者
証
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
七
条
第
一
号
イ
⑷
中
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
を
「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を

総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
三
号
中
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
と
い
う
。

）
」
に
改
め
、
同
号
イ
⑸
か
ら
⑻
ま
で
の
規
定
並
び
に
同
条
第
三
号
イ
⑷
及
び
⑸
中
「
障
害
者
自
立
支

援
法
」
を
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
を
「
障
害
者

の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
九
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

二　

高
等
技
術
専
門
校
等
の
管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
事
務

こ
の
号
中
福
岡
県
職
業
能
力
開
発
促
進
条
例
（
平
成
二
十
四
年
福
岡
県
条
例
第
六
十
号
）
を
「

条
例
」
、
福
岡
県
職
業
能
力
開
発
促
進
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
福
岡
県
規
則
第
一
号
）

を
「
規
則
」
と
い
う
。

イ　

公
の
施
設
条
例
第
二
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
訓
練
生
が
同
条
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と

認
め
る
と
き
、
退
校
さ
せ
、
又
は
訓
練
を
受
け
る
こ
と
を
停
止
す
る
こ
と
。

ロ　

条
例
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
又
は
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
と

同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
る
こ
と
。

ハ　

条
例
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
入
校
を
許
可
す
る
こ
と
。

ニ　

条
例
第
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
訓
練
生
の
退
校
を
許
可
す
る
こ
と
。

ホ　

規
則
第
四
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
休
校
日
を
変
更
し
、
又
は
臨
時
休
校
す
る
こ
と

。
ヘ　

規
則
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
募
集
要
項
を
作
成
し
、
及
び
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
募
集

に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ト　

規
則
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
入
校
願
を
受
領
す
る
こ
と
。

チ　

規
則
第
六
条
第
一
項
第
一
号
括
弧
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
卒
業
を
証
明
す
る
書
類
の
提
出
の
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と
し
、
同
号
レ
中
「
第
七
条
第
二
項
」
を
「
第
九
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
中
レ
を
ヨ
と
し
、
ソ
及

び
ツ
を
削
り
、
同
号
ネ
中
「
第
九
条
」
を
「
第
十
条
」
に
改
め
、
同
号
中
ネ
を
タ
と
し
、
同
号
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

レ　

施
行
規
則
第
十
六
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
園
施
設
の
供
用
日
等
を
変
更
す
る

こ
と
。

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
十
条
第
九
項
第
二
号

の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
知
事
の
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為

で
現
に
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
又
は
施
行
の
際
現
に
知
事
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
申
請
、
届
出
そ

の
他
の
行
為
（
以
下
「
申
請
等
」
と
い
う
。
）
で
、
施
行
日
以
後
に
お
い
て
改
正
後
の
福
岡
県
事
務

委
任
規
則
の
規
定
に
よ
り
委
任
を
受
け
た
者
（
以
下
「
受
任
者
」
と
い
う
。
）
が
処
理
し
、
又
は
管

理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
な
る
事
務
に
係
る
も
の
は
、
施
行
日
以
後
に
お
い
て
は
、
受
任
者
が

し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
又
は
受
任
者
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
申
請
等
と
み
な
す
。

　

福
岡
県
告
示
第
五
百
六
十
八
号

　

福
岡
県
国
民
健
康
保
険
診
療
報
酬
審
査
委
員
会
委
員
の
数
（
昭
和
五
十
一
年
六
月
福
岡
県
告
示
第
千

六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　

第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
中
「
四
十
四
人
」
を
「
五
十
人
」
に
改
め
る
。

　
福
岡
県
告
示
第
五
百
六
十
九
号

　

収
納
代
理
金
融
機
関
の
指
定
（
平
成
五
年
一
月
福
岡
県
告
示
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
し
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

に
関
す
る
事
務

イ　

法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
養
蜂
業
者
に
対
し
、
蜜
蜂
の
飼
育
の
状
況
に
関
し
報

告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
そ
の
者
の
事
務
所
、
事
業
所
そ
の
他
必
要
な
場
所
に
立
ち
入

り
、
蜜
蜂
の
飼
育
の
状
況
若
し
く
は
巣
箱
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
若
し
く
は
関

係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
。 

　

第
五
十
条
第
八
項
第
四
号
ノ
中
「
第
十
条
」
を
「
第
十
条
の
八
」
に
改
め
、
同
号
ヤ
中
「
第
三
十
四

条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
三
十
四
条
第
一
項
第
七
号
」
に
改
め
る
。

　

第
五
十
六
条
第
一
号
ニ
中
「
第
五
条
第
五
項
」
を
「
第
五
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
号
中
ネ
を
ウ
と

し
、
ツ
を
ム
と
し
、
同
号
ソ
中
「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
中
ソ
を
ラ

と
し
、
同
号
レ
中
「
第
五
十
二
条
」
を
「
第
五
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
中
レ
を
ナ
と
し
、
タ

を
ネ
と
し
、
ヨ
を
ツ
と
し
、
カ
を
レ
と
し
、
レ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ソ　

法
第
二
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
家
畜
防
疫
員
に
同
条
第
四
項
の
設
備
を
設
置
さ

せ
る
こ
と
。

　

第
五
十
六
条
第
一
号
中
ワ
を
タ
と
し
、
同
号
ヲ
中
「
又
は
疑
似
患
畜
」
を
「
、
疑
似
患
畜
又
は
指
定

家
畜
」
に
改
め
、
同
号
中
ヲ
を
ヨ
と
し
、
ル
を
カ
と
し
、
ヌ
を
ワ
と
し
、
同
号
リ
中
「
又
は
ア
フ
リ
カ

豚
コ
レ
ラ
」
を
「
、
豚
コ
レ
ラ
、
ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
又
は
低
病
原

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
改
め
、
同
号
中
リ
を
ヲ
と
し
、
チ
を
ヌ
と
し
、
ヌ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。ル　

法
第
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
獣
医
師
（
獣
医
師
に
よ
る
診
断
又
は
検
案
を

受
け
て
い
な
い
家
畜
又
は
そ
の
死
体
に
つ
い
て
は
そ
の
所
有
者
）
か
ら
、
家
畜
が
農
林
水
産
大

臣
が
家
畜
の
種
類
ご
と
に
指
定
す
る
症
状
を
呈
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
旨
の
届
出
を
受
領

す
る
こ
と
。

　

第
五
十
六
条
第
一
号
中
ト
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

チ　

法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
家
畜
の
所
有
者
か
ら
、
飼
養
し
て
い
る
当
該

家
畜
の
頭
羽
数
及
び
飼
養
に
係
る
衛
生
管
理
の
状
況
に
関
す
る
報
告
を
受
領
す
る
こ
と
。

リ　

法
第
十
二
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、
飼
養
衛
生
管
理
基
準
が
定
め
ら
れ
た
家
畜
の
所
有
者

に
対
し
、
当
該
家
畜
の
飼
養
に
係
る
衛
生
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
必
要
な
指
導
及
び
助

言
を
す
る
こ
と
。

　

第
七
十
条
第
九
項
第
二
号
中
ル
及
び
ヲ
を
削
り
、
ワ
を
ル
と
し
、
カ
か
ら
タ
ま
で
を
ヲ
か
ら
カ
ま
で

告
　
　
　
示
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別
表
第
三
号
中
「
豊
津
町
、
犀
川
町
」
を
「
み
や
こ
町
の
う
ち
旧
豊
津
町
及
び
旧
犀
川
町
の
区
域
」

に
改
め
る
。

　

福
岡
県
告
示
第
五
百
七
十
二
号

　

県
が
管
理
す
る
港
湾
施
設
の
概
要
（
昭
和
五
十
一
年
九
月
福
岡
県
告
示
第
千
三
百
四
十
七
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

 

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　

三
池
港
⑹
荷
さ
ば
き
施
設
の
表
荷
さ
ば
き
地
の
項
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　

福
岡
県
告
示
第
五
百
七
十
三
号

　

農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
補
助
金
交
付
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　

一
の
表
収
納
代
理
金
融
機
関
名
の
欄
中

「
福
岡
み
や
こ
農
業
協
同
組
合　

を
「
福
岡
京
築
農
業
協
同
組
合
」
に
改
め
る
。

福
岡
豊
築
農
業
協
同
組
合
」

　

福
岡
県
告
示
第
五
百
七
十
号

　

福
岡
県
補
助
金
等
交
付
規
則
の
適
用
を
受
け
な
い
交
付
金
及
び
給
付
金
の
指
定
（
昭
和
三
十
三
年
四

月
福
岡
県
告
示
第
二
百
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　

第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４　

削
除

　

第
四
十
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

48　

削
除

　

第
四
十
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

50　

福
岡
県
起
業
支
援
型
地
域
雇
用
創
造
事
業
一
時
金

　

福
岡
県
告
示
第
五
百
七
十
一
号

　

航
空
機
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
の
地
域
の
類
型
ご
と
に
当
て
は
め
る
地
域
（
平
成
四
年
四
月
福
岡
県

告
示
第
六
百
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

。
　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　

告
示
文
中
「
第
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
ロ
」
に
改
め
る
。

　

表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

環
境
基
準

当
て
は
め
る
地
域

地
域
の
類
型

基
準
値

（L
den

）

Ⅰ

57dB以下

　

別
表
に
掲
げ
る
地
域
の
う
ち
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律

第
百
号
）
第
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
第
一
種

低
層
住
居
専
用
地
域
、
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、
第
一
種
中
高
層

住
居
専
用
地
域
及
び
第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

Ⅱ

62dB以下

　

別
表
に
掲
げ
る
地
域
の
う
ち
、
類
型
Ⅰ
を
当
て
は
め
た
地
域
以
外
の

地
域
。
た
だ
し
、
都
市
計
画
法
第
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ

り
定
め
ら
れ
た
工
業
専
用
地
域
、
国
土
利
用
計
画
法
（
昭
和
四
十
九
年

法
律
第
九
十
二
号
）
第
九
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ

た
森
林
地
域
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
都
市
計
画
法
第
七
条
第
一
項
に
よ
る

市
街
化
区
域
以
外
の
地
域
並
び
に
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第

百
六
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
河
川
区
域
、
海
上
、
湖
沼

及
び
空
港
敷
地
又
は
飛
行
場
敷
地
で
あ
る
地
域
は
除
く
。

公
共
荷
さ
ば
き
地
大
牟
田
市
新
港
町
６
番
地
の

53

（公
共
岸
壁
背
後

）

28,000

公
共
荷
さ
ば
き
地
大
牟
田
市
新
港
町
６
番

53、
６
番

76

（公
共
岸
壁
背

後

）

43,000
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旧
緊
急
支
援
事
業
費
交
付
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

一　

耕
作
者
の
営
農
再
開
確
約
書

二　

被
害
を
受
け
た
農
地
に
お
け
る
園
芸
用
農
業
施
設
又
は
永
年
作
物
の
被
災
証
明
書

　

第
九
条
及
び
第
十
条
中
「
補
助
金
交
付
の
決
定
の
通
知
を
受
け
た
者
」
を
「
第
三
条
第
一
号
及
び
第

二
号
に
規
定
す
る
者
で
補
助
金
交
付
の
決
定
の
通
知
を
受
け
た
も
の
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

　

（
概
算
払
）

第
十
一
条
の
二　

補
助
金
交
付
の
決
定
の
通
知
を
受
け
た
者
は
、
補
助
金
の
概
算
払
を
受
け
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
補
助
金
概
算
払
請
求
書
又
は
農
地
災
害
復
旧
緊
急

支
援
事
業
費
補
助
金
概
算
払
請
求
書
に
よ
り
知
事
に
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
内
容
を
審
査
し
、
適
当
と

認
め
る
と
き
は
、
補
助
金
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
概
算
払
を
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
完
了
報
告
の
提
出
等
）

第
十
一
条
の
三　

第
三
条
第
三
号
に
規
定
す
る
者
で
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
も
の
は
、
営
農
を
再
開

し
た
場
合
は
、
農
地
災
害
復
旧
緊
急
支
援
事
業
完
了
報
告
を
営
農
再
開
後
一
月
以
内
に
知
事
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

附
則
の
次
に
次
の
別
表
を
加
え
る
。

別
表
（
第
二
条
の
二
関
係
）

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
補
助
金
交

付
規
程
の
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
度
分
の
補
助
金
か
ら
適
用
す
る
。

め
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　
　
　

農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
補
助
金
交
付
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
補
助
金
交
付
規
程
（
昭
和
三
十
二
年
九
月
福
岡
県
告
示
第
八

百
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
知
事
は
、
」
の
下
に
「
農
地
災
害
復
旧
緊
急
支
援
事
業
並
び
に
」
を
加
え
る
。

　

第
二
条
第
三
項
中
「
激
甚じ

ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
激

甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
激
甚じ

ん

法
」
を
「
激
甚
法
」

に
、
「
激
甚じ

ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
を
「
激
甚
災
害

に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五

項
中
「
激
甚じ

ん

法
」
を
「
激
甚
法
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６　

平
成
二
十
四
年
六
月
八
日
か
ら
七
月
二
十
三
日
ま
で
の
間
の
豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
地
域
に
お
け
る
事
業
の
経
費
の
う
ち
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
を
適
用

し
て
交
付
す
べ
き
補
助
金
の
額
を
除
く
額
に
対
す
る
補
助
金
の
補
助
率
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す

る
。

　

第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
採
択
基
準
）

第
二
条
の
二　

前
条
第
六
項
に
規
定
す
る
事
業
の
採
択
基
準
は
、
別
表
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

　

第
三
条
第
一
号
中｢

前
条
第
一
項｣

を｢

第
二
条
第
一
項｣

に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
前
条
第
二
項
」

を
「
第
二
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三　

第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
補
助
率
の
適
用
を
受
け
る
事
業
を
施
行
す
る
者　

農
地
災
害
復
旧

　

緊
急
支
援
事
業
申
請
書

　

第
五
条
中
「
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
」
を
「
第
三
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定

す
る
者
は｣ 

に
、
「
次
の
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

第
三
条
第
三
号
に
規
定
す
る
者
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
内
示
を
受
け
た
場
合
は
、
農
地
災
害
復

区
分

補
助
率

農
地
に
係
る
も
の

十
分
の
五
以
内

農
地
災
害
復
旧

緊
急
支
援
事
業

次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
も
の

　

一　

平
成
二
十
四
年
六
月
八
日
か
ら
七
月
二
十
三
日
ま
で
の
間
の
豪
雨
及
び
暴
風

雨
に
よ
る
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
地
域
の
う
ち
、
法
第
二
条
に
規
定
す
る

農
地
に
お
い
て
行
う
事
業
で
あ
る
こ
と
。

　

二　

前
号
の
農
地
と
同
時
に
、
当
該
農
地
に
お
け
る
園
芸
用
農
業
施
設
又
は
永
年

作
物
が
被
害
を
受
け
た
こ
と
。

　

三　

事
業
の
完
了
後
、
園
芸
用
農
業
施
設
の
補
修
若
し
く
は
更
新
又
は
永
年
作
物

の
定
植
若
し
く
は
改
植
を
行
い
、
営
農
を
再
開
す
る
こ
と
。
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（
秘
密
を
守
る
義
務
）

第
五
条　

看
守
人
は
、
職
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
、

ま
た
、
同
様
と
す
る
。

２　

看
守
人
が
、
法
令
に
よ
る
証
人
、
鑑
定
人
等
と
な
り
、
職
務
上
の
秘
密
に
属
す
る
事
項
を
発
表
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
任
命
権
者
（
退
職
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
退
職
し
た
職
又
は
こ
れ
に
相
当
す

る
職
に
係
る
任
命
権
者
）
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
、
ま
た
、

同
様
と
す
る
。

　

様
式
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

福
岡
県
訓
令
第
二
号

本　
　

庁　
　

出
先
機
関　
　

　

福
岡
県
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　
　
　

福
岡
県
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

福
岡
県
公
印
規
程
（
昭
和
四
十
年
四
月
福
岡
県
訓
令
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
の
十
七
の
三
の
項
及
び
十
七
の
四
の
項
中
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
を
「
障
害
者
の
日
常

生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
訓
令
第
三
号

農
林
水
産
部　
　

各
農
林
事
務
所　
　

　

福
岡
県
県
営
林
看
守
人
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　
　
　

福
岡
県
県
営
林
看
守
人
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

福
岡
県
県
営
林
看
守
人
服
務
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
八
月
福
岡
県
訓
令
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
六
条
を
第
八
条
と
し
、
第
五
条
を
第
七
条
と
し
、
第
四
条
を
第
六
条
と
し
、
第
三
条
の
次
に
次
の

二
条
を
加
え
る
。

　

（
信
用
失
墜
行
為
の
禁
止
）

第
四
条　

看
守
人
は
、
そ
の
職
の
信
用
を
傷
つ
け
、
又
は
福
岡
県
職
員
の
職
全
体
の
不
名
誉
と
な
る
よ

う
な
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

訓
　
　
　
令
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様式第３号 

 
(表) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(裏) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                （縦 85 ミリメートル 横 60 ミリメートル） 

第   号 

 県営林看守人の証  

 

            住所 

            氏名 

                     年  月  日生 

 

 上記の者は、福岡県県営林看守人であることを 
証明する。 

受持区域 

       市 

    町    大字   字 

    村 

                     年   月   日 

 

            福 岡 県 知 事 印 

 

県 営 林 看 守 人 服 務 心 得
 

１ 看守人は、所轄農林事務所長（以下「所長」という。）
の指揮監督のもとに受持区域の県営林について次に
掲げる業務に服しなければならない。 

（１）盗伐、盗難、誤伐、侵墾その他の加害行為の防止
に関すること。 

（２）落葉、下草、樹実等の無断採取の防止に関するこ
と。 

（３）境界標識及び制札等の維持管理に関すること。 
（４）その他所長が指示した事項に関すること。 
２ 看守人は、毎月、受持区域を１巡しなければならな
い。ただし、所長が別に指示した場合はこの限りでな
い。 

３ 看守人は、火災、盗伐、病虫害等以上を認めたとき
は、直ちに所長に報告しなければならない。 

４ 看守人は、その職の信用を傷つけ、又は福岡県職員
の職全体の不名誉となるような行為をしてはならな
い。 

５ 看守人は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならな
い。 

６ 看守人は、その業務に服するときは、常にこの証を
携行しなければならない。 



第３４８３号 増刊②福 岡 県 公 報平成 25 年３月 29 日　金曜日 12

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

改
め
る
。

　

第
二
十
一
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

一　

削
除

　

第
二
十
一
条
の
四
第
二
号
ロ
中
「
第
二
十
一
条
第
一
号
、
」
を
「
第
二
十
一
条
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
議
会
告
示
第
二
号

　

福
岡
県
議
会
事
務
局
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
議
会
議
長　
　

松　

本　

國　

寛　
　

　
　
　

福
岡
県
議
会
事
務
局
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

福
岡
県
議
会
事
務
局
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
十
月
二
十
五
日
福
岡
県
議
会
公
示
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
の
表
事
務
局
次
長
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
福
岡
県
訓
令
第
四
号　
　

本　
　
　
　
　
　
　
　
　

庁　
　

出　
　

先　
　

機　
　

関　
　

福  

岡  

県  

警  

察  

本  

部　
　

福　

岡　

県　

教　

育　

庁　
　

福
岡
県
監
査
委
員
事
務
局　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局　
　

福
岡
県
労
働
委
員
会
事
務
局　
　

福 

岡 

県 

議 

会 

事 

務 

局　
　

　

福
岡
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　
　
　

福
岡
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

福
岡
県
事
務
決
裁
規
程
（
昭
和
四
十
年
三
月
福
岡
県
訓
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

第
二
条
第
十
三
号
の
七
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
三
の
七
の
二　

防
災
危
機
管
理
専
門
監　

組
織
規
則
第
八
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
防
災
危
機
管

理
専
門
監
を
い
う
。

　

第
七
条
の
表
知
事
部
局
の
項
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

課
長
の
決
裁

事
項

副
課
長
等
又
は
当
該
事
務
を

担
当
す
る
企
画
（
企
画
広
報

）
監
、
地
域
企
画
監
、
情
報

企
画
監
、
産
業
企
画
監
、
健

康
管
理
監
、
県
政
情
報
監
若

し
く
は
監
査
指
導
監

副
課
長
を
置
く
課
に
あ
つ
て
は

当
該
事
務
を
担
当
す
る
課
長
補

佐
、
そ
の
他
の
課
（
副
課
長
を

置
く
課
で
当
該
事
務
を
担
当
す

る
課
長
補
佐
が
い
な
い
場
合
を

含
む
。
）
に
あ
つ
て
は
当
該
事

務
を
所
掌
す
る
係
（
以
下
「
主

務
係
」
と
い
う
。
）
の
係
長
（

係
を
置
か
な
い
課
及
び
主
務
係

が
な
い
課
に
あ
つ
て
は
、
課
長

が
指
定
す
る
職
員
）

課
長
の
決
裁

事
項

副
課
長
等
又
は
当
該
事
務
を

担
当
す
る
企
画
（
企
画
広
報

）
監
、
地
域
企
画
監
、
情
報

企
画
監
、
産
業
企
画
監
、
県

政
情
報
監
、
健
康
管
理
監
、

防
災
危
機
管
理
専
門
監
若
し

く
は
監
査
指
導
監

副
課
長
を
置
く
課
に
あ
つ
て
は

当
該
事
務
を
担
当
す
る
課
長
補

佐
、
そ
の
他
の
課
（
副
課
長
を

置
く
課
で
当
該
事
務
を
担
当
す

る
課
長
補
佐
が
い
な
い
場
合
を

含
む
。
）
に
あ
つ
て
は
当
該
事

務
を
所
掌
す
る
係
（
以
下
「
主

務
係
」
と
い
う
。
）
の
係
長
（

係
を
置
か
な
い
課
及
び
主
務
係

が
な
い
課
に
あ
つ
て
は
、
課
長

が
指
定
す
る
職
員
）

議
　
　
　
会



第３４８３号 増刊②福 岡 県 公 報平成 25 年３月 29 日　金曜日13

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
公
立
学
校
職
員
の
金
融
機
関
へ
の
口
座
振
替
額
の
通
知
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
教
育
委
員
会　
　

福
岡
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号

福
岡
県
公
立
学
校
職
員
の
金
融
機
関
へ
の
口
座
振
替
額
の
通
知
に
関
す
る
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
公
立
学
校
職
員
の
金
融
機
関
へ
の
口
座
振
替
額
の
通
知
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
福

岡
県
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
号
中
「
財
団
法
人
福
岡
県
職
員
互
助
会
」
を
「
一
般
財
団
法
人
福
岡
県
職
員
互
助
会
」
に
改
め

る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
委
員
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に

公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
教
育
委
員
会　
　

福
岡
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号

　
　
　

福
岡
県
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
委
員
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
委
員
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
福
岡
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十

三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
中
「
四
名
以
内
」
を
「
五
名
以
内
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

第
五
条
第
１
項
中
「
事
務
局
次
長
」
の
下
に
「
及
び
法
務
監
」
を
加
え
る
。

　

第
六
条
第
二
号
中
「
事
務
局
次
長
」
の
下
に
「
、
法
務
監
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
事
務
局
次

長
」
の
下
に
「
、
法
務
監
」
を
加
え
る
。

　

第
八
条
の
表
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　

別
表
総
務
課
の
部
経
理
係
の
項
中
「
政
務
調
査
費
」
を
「
政
務
活
動
費
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
教
育
庁
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

福
岡
県
教
育
委
員
会　
　

福
岡
県
教
育
委
員
会
規
則
第
一
号

　
　
　

福
岡
県
教
育
庁
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
教
育
庁
組
織
規
則
（
平
成
十
年
福
岡
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　

第
二
十
条
第
五
号
中
「
福
岡
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
」
を
「
福
岡
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
」
に

改
め
る
。

法
務
監

局
長
の
命
を
受
け
、
事
務
局
の
法
務
に
関
す
る
事
務
及
び
局
長
が
指
定
す
る
事

務
を
処
理
す
る
。

事
務
局
長
の

決
裁
事
項

事
務
局
次
長

主
務
課
の
課
長

事
務
局
長
の

決
裁
事
項

事
務
局
次
長

た
だ
し
、
事
務
局
の
法
務
に
関
す
る
事

務
及
び
局
長
が
指
定
す
る
事
務
に
あ
っ

て
は
法
務
監

主
務
課
の
課
長

教
育
委
員
会
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本　
　

庁　
　

出
先
機
関　
　

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長　
　

杉　

光　
　

誠　
　

　
　
　

福
岡
県
教
育
委
員
会
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
事
務
決
裁
規
程
（
平
成
六
年
四
月
福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
二
号
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
七
条
第
一
項
中
「
要
す
る
も
の
」
の
次
に
「
の
処
理
、
例
文
に
よ
る
事
案
の
処
理
そ
の
他
教
育
長

が
定
め
る
事
案
の
処
理
に
つ
い
て
」
を
加
え
る
。

　

別
表
一
第
十
二
項
中
第
四
十
号
を
第
四
十
一
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
三
十
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰

り
下
げ
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

６　

軽
易
又
は
定
例
的
な
事
項
の
告
示
、
公
告
そ
の
他
の
公
示
を
行
う
こ
と
。　
　

課
長

　

別
表
八
第
三
項
中
「
こ
の
項
中
福
岡
県
の
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
を
「
任
用
規
則
」
、
地
方
自

治
法
を
「
自
治
法
」
と
い
う
。
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
発
令
す
る
こ
と
」
の
次
に
「
（
課
長
に

専
決
さ
せ
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
五
号
中
「
県
立
学
校
の
」
の
次
に
「
任
用
の
期
間

を
定
め
て
任
用
す
る
教
職
員
（
再
任
用
職
員
を
除
く
。
）
及
び
」
を
、
「
発
令
」
の
次
に
「
し
、
又
は

そ
の
期
間
を
更
新
」
を
加
え
、
同
項
第
六
号
を
削
除
し
、
第
七
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰

り
上
げ
、
同
表
第
四
項
第
一
号
中
「
教
職
員
（
校
長
、
副
校
長
及
び
教
頭
を
除
く
。
）
に
係
る
地
公
法

第
二
十
八
条
第
二
項
第
一
号
に
該
当
す
る
休
職
を
除
く
。
」
を
「
次
号
又
は
教
育
事
務
所
長
に
専
決
さ

せ
る
も
の
を
除
く
。
」
に
改
め
る
。

　

別
表
九
第
三
項
第
一
号
中
「
部
長
」
を
「
課
長
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
部
長
」
を
「
課
長
」

に
改
め
る
。

　

別
表
十
一
第
十
二
項
第
一
項
中
「
部
長
」
を
「
課
長
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
十
三
第
七
項
を
削
り
、
第
八
項
を
第
七
項
と
し
、
第
九
項
を
第
八
項
と
し
、
第
十
項
を
削
り

、
第
十
一
項
か
ら
第
十
九
項
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
一
号

本　
　

庁　
　

出
先
機
関　
　

　

福
岡
県
教
育
庁
事
務
分
掌
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長　
　

杉　

光　
　

誠　
　

　
　
　

福
岡
県
教
育
庁
事
務
分
掌
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

福
岡
県
教
育
庁
事
務
分
掌
規
程
（
平
成
十
年
三
月
福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
五
条
第
一
号
ホ
中
「
福
岡
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
」
を
「
福
岡
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
」

に
改
め
、
同
条
第
二
号
ニ
中
「
学
校
保
健
関
係
者
の
栄
典
」
を
「
学
校
保
健
及
び
学
校
給
食
に
関
す
る

表
彰
」
に
改
め
、
同
号
ル
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

ヲ　

健
康
教
育
に
関
す
る
指
導
助
言
及
び
研
修
に
関
す
る
こ
と
（
体
育
・
健
康
教
育
班
の
所
掌
に
係

る
も
の
を
除
く
。
）
。

　

同
条
第
三
号
ロ
中
「
又
は
こ
れ
ら
の
」
を
「
に
関
す
る
」
に
改
め
、
ヘ
中
「
、
学
校
安
全
」
を
「
及

び
学
校
安
全
」
に
改
め
、
「
及
び
学
校
給
食
」
を
削
る
。

　

同
条
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

四　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
の
分
掌
事
務

　
　

イ　

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
指
導
助
言
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ロ　

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
指
導
者
の
養
成
及
び
研
修
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ハ　

ス
ポ
ー
ツ
の
奨
励
及
び
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ニ　

競
技
者
の
育
成
強
化
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ホ　

国
民
体
育
大
会
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ヘ　

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
施
設
設
備
及
び
用
具
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ト　

ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
二
号



第３４８３号 増刊②福 岡 県 公 報平成 25 年３月 29 日　金曜日15

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
、

　

同
表
直
方
市
の
項
中

　

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
三
号

　

公
職
の
候
補
者
等
が
使
用
し
得
る
演
説
会
施
設
の
指
定
（
昭
和
五
十
三
年
一
月
福
岡
県
選
挙
管
理
委

員
会
告
示
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

藤　

井　

克　

已　
　

  

　

指
定
し
た
施
設
の
表
北
九
州
市
門
司
区
の
項
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
、

 　

同
表
北
九
州
市
小
倉
北
区
の
項
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
、

 　

同
表
久
留
米
市
の
項
中

選
挙
管
理
委
員
会

北
九
州
市
立
清
見
市
民
セ
ン
タ
ー
古
城
市

民
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

北
九
州
市
門
司
区
浜
町
六
番
二
五
号

北
九
州
市
立
清
見
市
民
セ
ン
タ
ー
古
城
市

民
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

〃　
　

〃　

浜
町
六
番
二
五
号

北
九
州
市
立
松
ヶ
江
北
市
民
セ
ン
タ
ー

伊
川
市
民
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

〃　
　

〃　

大
字
伊
川
一
四
六
二
番
地
二

北
九
州
市
立
富
野
市
民
セ
ン
タ
ー

北
九
州
市
小
倉
北
区
須
賀
町
六
番
二
三
号

北
九
州
市
立
富
野
市
民
セ
ン
タ
ー

〃　
　

〃　

須
賀
町
六
番
二
三
号

北
九
州
市
立
小
倉
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー

藍
島
市
民
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

〃　
　

〃　

大
字
藍
島

船
越
校
区
公
民
館

久
留
米
市
田
主
丸
町
船
越
一
七
五
番
地
四

柴
刈
校
区
公
民
館

〃　
　
　

田
主
丸
町
八
幡
九
四
五
番
地
三

川
会
校
区
公
民
館

〃　
　
　

田
主
丸
町
以
真
恵
二
五
三
番
地
二

竹
野
校
区
公
民
館

〃　
　
　

田
主
丸
町
竹
野
二
一
三
〇
番
地
五

船
越
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

久
留
米
市
田
主
丸
町
船
越
一
七
五
番
地
四

柴
刈
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

〃　
　
　

田
主
丸
町
八
幡
九
四
五
番
地
三

川
会
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

〃　
　
　

田
主
丸
町
以
真
恵
二
五
三
番
地
二

竹
野
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

〃　
　
　

田
主
丸
町
竹
野
二
一
三
四
番
地
一

日
吉
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

久
留
米
市
日
吉
町
八
三

日
吉
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

久
留
米
市
日
吉
町
八
三

水
縄
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

〃　
　
　

田
主
丸
町
石
垣
九
一
三
番
地
一
五

赤
地
生
活
館

直
方
市
大
字
赤
地
一
六
番
地
の
三
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に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

（
感
田
）
生
活
館

〃　
　

大
字
感
田
二
一
九
四
番
地
の
一

本
洞
生
活
館

〃　
　

大
字
下
境
三
八
二
四
番
地
の
一

宮
浦
住
宅
集
会
所

〃　
　

大
字
下
境
一
一
三
七
番
地
の
一

二
字
町
集
会
所

〃　
　

山
部
一
四
〇
五

貴
船
集
会
所

〃　
　

下
新
入
五
六
六
の
二

下
境
公
民
館

〃　
　

下
境
三
二
三
四

下
境
三
区
集
会
所

〃　
　

下
境
三
九
一
〇
の
三

川
北
集
会
所

〃　
　

上
頓
野
四
八
四
六

光
田
集
会
所

〃　
　

植
木
二
一
〇
七
の
二

江
口
集
会
所

〃　
　

知
古
一
二
八
一
の
一

山
部
教
育
集
会
所

〃　
　

山
部
九
一
一
の
四

天
神
山
教
育
集
会
所

〃　
　

植
木
一
七
一
の
一
七

直
方
市
赤
地
生
活
館

直
方
市
大
字
赤
地
一
六
番
地
三

直
方
市
感
田
生
活
館

〃　
　

大
字
感
田
二
一
九
四
番
地
一

直
方
市
下
境
生
活
館

〃　
　

大
字
下
境
三
八
二
五
番
地
一

直
方
市
山
部
第
二
集
会
所

〃　
　

大
字
山
部
一
四
〇
五
番
地

直
方
市
下
新
入
集
会
所

〃　
　

大
字
下
新
入
五
六
六
番
地
三

直
方
市
下
境
第
一
集
会
所

〃　
　

大
字
下
境
三
二
三
四
番
地

直
方
市
下
境
第
二
集
会
所

〃　
　

大
字
下
境
三
九
一
〇
番
地
三

直
方
市
上
頓
野
集
会
所

〃　
　

大
字
上
頓
野
四
八
四
六
番
地
三

直
方
市
植
木
集
会
所

〃　
　

植
木
二
一
〇
七
番
地
二

直
方
市
知
古
集
会
所

〃　
　

大
字
知
古
一
二
八
一
番
地
九

直
方
市
山
部
教
育
集
会
所

〃　
　

大
字
山
部
九
一
一
番
地
四

直
方
市
植
木
教
育
集
会
所

〃　
　

大
字
植
木
一
七
一
番
地
一
七

中
泉
牟
田
集
会
所

直
方
市
中
泉
一
一
二
〇

赤
地
集
会
所

〃　
　

大
字
赤
地
六
一
―
一
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に
改
め
る
、

　

同
表
春
日
市
の
項
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
定
教
育
集
会
所

〃　
　

下
新
入
五
〇
七
―
六

本
洞
集
会
所

〃　
　

下
境
四
〇
七
八
―
六

日
焼
集
会
所

〃　
　

下
境
三
九
一
〇
―
三
八

中
泉
八
反
田
集
会
所

〃　
　

中
泉
一
二
六
四
―
一
五

中
泉
教
育
集
会
所

〃　
　

中
泉
一
〇
二
八
―
六

感
田
中
牟
田
集
会
所

〃　
　

感
田
一
四
七
二
―
四

感
田
若
柳
集
会
所

〃　
　

感
田
二
一
六
七
―
二

中
泉
犬
田
集
会
所

〃　
　

中
泉
一
〇
一
八
―
四
五

日
焼
教
育
集
会
所

〃　
　

下
境
三
九
一
〇
―
四
〇
一

直
方
市
中
泉
第
二
集
会
所

直
方
市
中
泉
一
一
二
〇
番
地

直
方
市
赤
地
集
会
所

〃　
　

赤
地
六
一
番
地
一

直
方
市
下
新
入
教
育
集
会
所

〃　
　

大
字
下
新
入
五
〇
七
番
地
六

直
方
市
下
境
第
四
集
会
所

〃　
　

大
字
下
境
四
〇
七
八
番
地
六

直
方
市
下
境
第
三
集
会
所

〃　
　

大
字
下
境
三
九
一
〇
番
地
二
八

直
方
市
中
泉
第
三
集
会
所

〃　
　

大
字
中
泉
一
二
六
四
番
地
一
五

直
方
市
中
泉
第
二
教
育
集
会
所

〃　
　

大
字
中
泉
一
〇
二
八
番
地
六

直
方
市
感
田
第
一
集
会
所

〃　
　

大
字
感
田
一
四
七
二
番
地
四

直
方
市
感
田
第
二
集
会
所

〃　
　

大
字
感
田
二
一
六
七
番
地
二

直
方
市
中
泉
第
一
教
育
集
会
所

〃　
　

大
字
中
泉
一
〇
一
八
番
地
四
五

直
方
市
下
境
教
育
集
会
所

〃　
　

大
字
下
境
三
九
一
〇
番
地
四
〇
一

泉
地
区
公
民
館

春
日
市
泉
二
丁
目
四
番
地

上
白
水
地
区
公
民
館

〃　
　

上
白
水
六
丁
目
七
七
番
地

惣
利
地
区
公
民
館

〃　
　

惣
利
三
丁
目
一
三
三
番
地
一

桜
ヶ
丘
地
区
公
民
館

〃　
　

桜
ヶ
丘
七
丁
目
一
番
地
二

須
玖
南
地
区
公
民
館

〃　
　

須
玖
南
四
丁
目
一
二
八
番
地

松
ヶ
丘
地
区
公
民
館

〃　
　

松
ヶ
丘
五
丁
目
三
五
番
地

白
水
ヶ
丘
地
区
公
民
館

〃　
　

白
水
ヶ
丘
三
丁
目
四
六
番
地
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を

サ
ン
・
ビ
オ
地
区
公
民
館

〃　
　

大
和
町
五
丁
目
一
番
地
四

春
日
原
共
同
利
用
施
設

〃　
　

春
日
原
南
町
四
丁
目
三
七
番
地
八
四

千
歳
町
共
同
利
用
施
設

〃　
　

千
歳
町
三
丁
目
三
二
番
地
一

春
日
原
南
共
同
利
用
施
設

〃　
　

春
日
原
南
町
四
丁
目
五
二
番
地
二

光
町
共
同
利
用
施
設

〃　
　

光
町
二
丁
目
一
八
〇
番
地
一

春
日
共
同
利
用
施
設

〃　
　

春
日
三
丁
目
四
八
番
地

大
和
町
共
同
利
用
施
設

〃　
　

大
和
町
二
丁
目
一
六
番
地
二

宝
町
共
同
利
用
施
設

〃　
　

宝
町
四
丁
目
一
五
番
地
二

若
葉
台
西
共
同
利
用
施
設

〃　
　

若
葉
台
西
三
丁
目
四
番
地
一

ち
く
し
台
共
同
利
用
施
設

〃　
　

ち
く
し
台
三
丁
目
九
二
番
地
二

大
谷
共
同
利
用
施
設

〃　
　

大
谷
四
丁
目
七
番
地

紅
葉
ヶ
丘
共
同
利
用
施
設

〃　
　

紅
葉
ヶ
丘
西
四
丁
目
一
番
地

昇
町
共
同
利
用
施
設

〃　
　

昇
町
五
丁
目
一
二
二
番
地

小
倉
東
共
同
利
用
施
設

〃　
　

小
倉
東
二
丁
目
二
二
番
地

若
葉
台
東
共
同
利
用
施
設

〃　
　

若
葉
台
東
二
丁
目
八
六
番
地
二

春
日
公
園
共
同
利
用
施
設

〃　
　

春
日
公
園
一
丁
目
四
七
番
地

日
の
出
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
供
用
施
設

〃　
　

日
の
出
町
二
丁
目
六
一
番
地
一
二

岡
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
供
用
施
設

〃　
　

岡
本
三
丁
目
六
五
番
地

天
神
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
供
用
施
設

〃　
　

天
神
山
一
丁
目
五
三
番
地

下
白
水
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
供
用
施
設

〃　
　

下
白
水
北
四
丁
目
一
九
番
地

弥
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
供
用
施
設

〃　
　

弥
生
七
丁
目
五
〇
番
地

須
玖
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
供
用
施
設

〃　
　

須
玖
北
五
丁
目
一
五
一
番
地

小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
供
用
施
設

〃　
　

小
倉
二
丁
目
九
三
番
地
三

平
田
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
供
用
施
設

〃　
　

平
田
台
四
丁
目
三
二
番
地

下
白
水
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

〃　
　

下
白
水
南
三
丁
目
四
四
番
地

白
水
池
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

〃　
　

白
水
池
二
丁
目
四
八
番
地

春
日
市
泉
地
区
公
民
館

春
日
市
泉
二
丁
目
四
番
地

春
日
市
上
白
水
地
区
公
民
館

〃　
　

上
白
水
六
丁
目
七
七
番
地
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に
改
め
、

春
日
市
惣
利
地
区
公
民
館

〃　
　

惣
利
三
丁
目
一
三
三
番
地
一

春
日
市
桜
ヶ
丘
地
区
公
民
館

〃　
　

桜
ヶ
丘
七
丁
目
一
番
地
二

春
日
市
須
玖
南
地
区
公
民
館

〃　
　

須
玖
南
四
丁
目
一
二
八
番
地

春
日
市
松
ヶ
丘
地
区
公
民
館

〃　
　

松
ヶ
丘
五
丁
目
三
五
番
地

春
日
市
白
水
ヶ
丘
地
区
公
民
館

〃　
　

白
水
ヶ
丘
三
丁
目
四
六
番
地

春
日
市
サ
ン
・
ビ
オ
地
区
公
民
館

〃　
　

大
和
町
五
丁
目
一
番
地
四

春
日
市
春
日
原
共
同
利
用
施
設

〃　
　

春
日
原
南
町
四
丁
目
三
七
番
地
八
四

春
日
市
千
歳
町
共
同
利
用
施
設

〃　
　

千
歳
町
三
丁
目
三
二
番
地
一

春
日
市
春
日
原
南
共
同
利
用
施
設

〃　
　

春
日
原
南
町
四
丁
目
五
二
番
地
二

春
日
市
光
町
共
同
利
用
施
設

〃　
　

光
町
二
丁
目
一
八
〇
番
地
一

春
日
市
春
日
共
同
利
用
施
設

〃　
　

春
日
三
丁
目
四
八
番
地

春
日
市
大
和
町
共
同
利
用
施
設

〃　
　

大
和
町
二
丁
目
一
六
番
地
二

春
日
市
宝
町
共
同
利
用
施
設

〃　
　

宝
町
四
丁
目
一
五
番
地
三

春
日
市
若
葉
台
西
共
同
利
用
施
設

〃　
　

若
葉
台
西
三
丁
目
四
番
地
一

春
日
市
ち
く
し
台
共
同
利
用
施
設

〃　
　

ち
く
し
台
三
丁
目
九
二
番
地
二

春
日
市
大
谷
共
同
利
用
施
設

〃　
　

大
谷
四
丁
目
七
番
地
一

春
日
市
紅
葉
ヶ
丘
共
同
利
用
施
設

〃　
　

紅
葉
ヶ
丘
西
四
丁
目
一
番
地
一

春
日
市
昇
町
共
同
利
用
施
設

〃　
　

昇
町
五
丁
目
一
二
二
番
地

春
日
市
小
倉
東
共
同
利
用
施
設

〃　
　

小
倉
東
二
丁
目
二
二
番
地

春
日
市
若
葉
台
東
共
同
利
用
施
設

〃　
　

若
葉
台
東
二
丁
目
八
六
番
地
二

春
日
市
春
日
公
園
共
同
利
用
施
設

〃　
　

春
日
公
園
一
丁
目
四
七
番
地

春
日
市
日
の
出
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
供
用
施

設

〃　
　

日
の
出
町
二
丁
目
六
一
番
地
一
二

春
日
市
岡
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
供
用
施
設

〃　
　

岡
本
三
丁
目
六
五
番
地

春
日
市
天
神
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
供
用
施
設
〃　
　

天
神
山
一
丁
目
五
三
番
地

春
日
市
下
白
水
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
供
用
施

設

〃　
　

下
白
水
北
四
丁
目
一
九
番
地

春
日
市
弥
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
供
用
施
設

〃　
　

弥
生
七
丁
目
五
〇
番
地

春
日
市
須
玖
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
供
用
施
設
〃　
　

須
玖
北
五
丁
目
一
五
一
番
地

春
日
市
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
供
用
施
設

〃　
　

小
倉
二
丁
目
九
三
番
地
三
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に
改
め
、

　

同
表
粕
屋
町
の
項
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　

福
岡
県
の
職
員
の
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布

す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

簑　

田　

孝　

行　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
号

　
　
　

福
岡
県
の
職
員
の
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
の
職
員
の
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
五
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
知
事
部
局
の
項
中

 　

同
表
新
宮
町
の
項
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

春
日
市
平
田
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
供
用
施
設
〃　
　

平
田
台
四
丁
目
三
二
番
地

春
日
市
下
白
水
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー

〃　
　

下
白
水
南
三
丁
目
四
四
番
地

春
日
市
白
水
池
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
〃　
　

白
水
池
二
丁
目
四
八
番
地

下
府
一
区
公
民
館

新
宮
町
大
字
下
府
九
八
七
―
一
番
地

下
府
二
区
公
民
館

〃　
　

大
字
下
府
八
四
〇
―
一
九
五

下
府
一
区
公
民
館

新
宮
町
下
府
一
丁
目
九
番
一
二
号

下
府
二
区
公
民
館

〃　
　

下
府
五
丁
目
二
番
一
四
号

原
上
公
民
館

新
宮
町
大
字
原
上
一
六
五
七
―
八
番
地

原
上
公
民
館

新
宮
町
大
字
原
上
一
三
六
二
―
三
番
地

相
島
漁
村
セ
ン
タ
ー

新
宮
町
大
字
相
島
一
三
七
七
番
地

相
島
災
害
時
援
助
施
設

新
宮
町
大
字
相
島
一
三
七
七
番
地

町
民
体
育
館

粕
屋
町
大
字
仲
原
一
三
六
七

町
民
体
育
館

粕
屋
町
仲
原
一
丁
目
一
六
番
一
号

人
事
委
員
会
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平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

簑　

田　

孝　

行　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
号

　
　
　

福
岡
県
の
職
員
の
級
別
標
準
職
務
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則　
　
　
　

　

福
岡
県
の
職
員
の
級
別
標
準
職
務
を
定
め
る
規
則
（
昭
和
五
十
二
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
イ
甲
表
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
の
職
員
の
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布

す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

簑　

田　

孝　

行　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
五
号

　
　
　

福
岡
県
の
職
員
の
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
の
職
員
の
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
五
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

簑　

田　

孝　

行　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
号

　
　
　

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
知
事
部
局
の
項
中
「
県
政
情
報
監
」
を
「
県
政
情
報
監　

防
災
危
機
管
理
専
門
監
」
に
改

め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
の
職
員
の
級
別
標
準
職
務
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公

布
す
る
。

副
課
（
室
）
長

企
画
広
報
監

企
画
監

地
域
企
画
監

情
報
企
画
監

産
業
企
画
監

県
政
情
報
監

監
査
指
導
監

検
査
監

建
設
監
理
監

参
事
（
人
事
委
員

会
が
定
め
る
も
の

に
限
る
。
）

副
課
（
室
）
長

企
画
広
報
監

企
画
監

地
域
企
画
監

情
報
企
画
監

産
業
企
画
監

県
政
情
報
監

防
災
危
機
管
理
専

門
監

監
査
指
導
監

検
査
監

建
設
監
理
監

参
事
（
人
事
委
員

会
が
定
め
る
も
の

に
限
る
。
）

室長
副課長
副室長
監察監
企画広報監
企画監
地域企画監
情報企画監
産業企画監
県政情報監
監査指導監
検査監
建設監理監

室長
副課長
副室長
監察監
企画広報監
企画監
地域企画監
情報企画監
産業企画監
県政情報監
防災危機管理専
門監
監査指導監
検査監
建設監理監
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を　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　

別
表
第
五
ロ
乙
表
中
「甲

表
４
級
の
欄
に
掲
げ
る
職

」
の
次
に
「
（次

長、
課
長
及
び
科
長
を
除
く

。

）
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

平
成
二
十
五
年
改
正
条
例
附
則
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
研
究
職
給
料
表
の
経
過
的
特
例
に
関
し
必
要

な
事
項
を
定
め
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

簑　

田　

孝　

行　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八
号

平
成
二
十
五
年
改
正
条
例
附
則
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
研
究
職
給
料
表
の
経
過
的
特
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
事
務
局
次
長

　

別
表
第
一
議
会
の
項
中
「
事
務
局
次
長
」
を　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
務
監　
　

」

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

簑　

田　

孝　

行　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
六
号

　
　
　

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
議
会
事
務
局
の
項
中
「
事
務
局
次
長
」
を
「
事
務
局
次
長　

法
務
監
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
の
職
員
の
級
別
標
準
職
務
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公

布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

簑　

田　

孝　

行　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号

　
　
　

福
岡
県
の
職
員
の
級
別
標
準
職
務
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則　
　
　
　

　

福
岡
県
の
職
員
の
級
別
標
準
職
務
を
定
め
る
規
則
（
昭
和
五
十
二
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
イ
甲
表
中

事務局次長
副理事

参事
室長
副課長
企画監

参事補佐
企画主幹

企画主査議会事務局

事務局次長
法務監
副理事

参事
室長
副課長
企画監

参事補佐
企画主幹

企画主査議会事務局
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十
一　

降
格　

特
四
級
適
用
職
員
の
職
務
の
級
を
研
究
職
給
料
表
の
四
級
よ
り
下
位
の
職
務
の
級
に

変
更
す
る
こ
と
を
い
う
。

　

（
昇
格
の
際
の
号
給
）

第
三
条　

昇
格
さ
せ
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
者
の
号
給
は
、
昇
格
し
た
日
の
前
日
に
受
け
て
い
た
号
給

と
同
じ
額
の
号
給
（
同
じ
額
の
号
給
が
な
い
と
き
は
、
直
近
上
位
の
額
の
号
給
）
と
す
る
。

　

（
降
格
の
際
の
号
給
）

第
四
条　

研
究
職
給
料
表
の
三
級
に
降
格
さ
せ
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
者
の
号
給
は
、
降
格
し
た
日
の

前
日
に
受
け
て
い
た
号
給
と
同
じ
額
の
号
給
（
同
じ
額
の
号
給
が
な
い
と
き
は
、
直
近
下
位
の
額
の

号
給
）
と
す
る
。

２　

研
究
職
給
料
表
の
三
級
よ
り
下
位
の
職
務
の
級
に
降
格
さ
せ
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
者
の
号
給
は

、
前
項
の
規
定
に
よ
り
研
究
職
給
料
表
の
三
級
に
降
格
さ
せ
た
場
合
の
号
給
を
基
礎
と
し
て
、
前
項

の
取
扱
い
に
準
じ
た
号
給
決
定
が
順
次
行
わ
れ
た
も
の
と
し
た
場
合
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
号

給
と
す
る
。

　

（
昇
給
）

第
五
条　

特
四
級
適
用
職
員
の
昇
給
は
、
初
任
給
規
則
第
二
十
九
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

　

（
復
職
時
等
に
お
け
る
号
給
の
調
整
）

第
六
条　

特
四
級
適
用
職
員
の
復
職
時
等
に
お
け
る
号
給
の
調
整
は
、
初
任
給
規
則
第
三
十
六
条
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　

（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
加
算
割
合
）

第
七
条　

特
四
級
適
用
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
算
出
に
当
た
っ
て
は
、
特
四
級
適
用
職
員

を
県
職
員
給
与
条
例
第
二
十
一
条
第
五
項
及
び
警
察
職
員
給
与
条
例
第
二
十
条
第
五
項
の
行
政
職
給

料
表
以
外
の
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
、
行
政
職
給
料
表
三
級
十
三
号
給
以
上
の
職
員
に
相

当
す
る
職
員
と
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
と
し
、
給
与
条
例
施
行
規
則
別
表
第
二
の
研

究
職
給
料
表
の
加
算
割
合
欄
に
定
め
る
職
務
の
級
四
級
の
職
員
の
う
ち
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る

職
員
に
適
用
さ
れ
る
割
合
と
同
じ
割
合
を
県
職
員
給
与
条
例
第
二
十
一
条
第
五
項
及
び
警
察
職
員
給

与
条
例
第
二
十
条
第
五
項
の
百
分
の
二
十
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
割
合

と
す
る
。

　

（
退
職
手
当
の
調
整
額
に
係
る
職
員
の
区
分
）

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
規
則

　

（
趣
旨
）

第
一
条　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
改
正
条
例
附
則
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
研
究
職
給
料
表
の
経

過
的
特
例
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
定
義
）

第
二
条　

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一　

県
職
員
給
与
条
例　

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
四

十
一
号
）
を
い
う
。

二　

警
察
職
員
給
与
条
例　

福
岡
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
条

例
第
五
十
号
）
を
い
う
。

三　

県
職
員
改
正
条
例　

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二

十
五
年
福
岡
県
条
例
第
十
一
号
）
を
い
う
。

四　

警
察
職
員
改
正
条
例　

福
岡
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（

平
成
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
二
十
五
号
）
を
い
う
。

五　

平
成
二
十
五
年
改
正
条
例
附
則
第
八
項　

県
職
員
改
正
条
例
附
則
第
八
項
及
び
警
察
職
員
改
正

条
例
附
則
第
八
項
を
い
う
。

六　

給
与
条
例
施
行
規
則　

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則
（
昭
和

三
十
二
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
三
号
）
を
い
う
。

七　

初
任
給
規
則　

福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三

十
二
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
九
号
）
を
い
う
。

八　

退
職
手
当
条
例
施
行
規
則　

福
岡
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
則

（
昭
和
四
十
九
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
号
）
を
い
う
。

九　

特
四
級
適
用
職
員　

県
職
員
改
正
条
例
附
則
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
県
職

員
改
正
条
例
附
則
別
表
研
究
職
特
例
給
料
表
を
適
用
さ
れ
そ
の
職
務
の
級
を
同
給
料
表
に
掲
げ
る

特
四
級
と
さ
れ
た
職
員
及
び
警
察
職
員
改
正
条
例
附
則
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ

き
警
察
職
員
改
正
条
例
附
則
別
表
研
究
職
特
例
給
料
表
を
適
用
さ
れ
そ
の
職
務
の
級
を
同
給
料
表

に
掲
げ
る
特
四
級
と
さ
れ
た
職
員
を
い
う
。

十　

昇
格　

特
四
級
適
用
職
員
の
職
務
の
級
を
研
究
職
給
料
表
の
五
級
に
変
更
す
る
こ
と
を
い
う
。
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四
に
お
い
て
「
単
身
赴
任
手
当
権
衡
職
員
」
と
い
う
。
）
」
、
「
（
第
十
二
条
の
四
の
四
及
び
第
十
二

条
の
四
の
五
に
お
い
て
「
単
身
赴
任
手
当
の
支
給
要
件
に
係
る
子
」
と
い
う
。
）
」
及
び
「
。
次
条
及

び
第
十
二
条
の
四
の
四
に
お
い
て
「
異
動
又
は
公
署
の
移
転
」
と
い
う
。
」
を
削
り
、
同
条
を
第
十
二

条
の
四
と
す
る
。

　

第
十
二
条
の
四
の
三
か
ら
第
十
二
条
の
四
の
五
ま
で
を
削
る
。

　

第
十
二
条
の
五
第
一
項
中
「
、
住
宅
の
所
有
関
係
等
」
を
削
り
、
「
家
賃
の
額
、
住
宅
の
所
有
関
係

等
」
を
「
家
賃
の
額
等
」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
八
条　

特
四
級
適
用
職
員
に
対
す
る
退
職
手
当
条
例
施
行
規
則
第
三
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
職
員
の

区
分
は
、
退
職
手
当
条
例
施
行
規
則
別
表
ロ
の
表
第
五
号
区
分
の
項
第
五
号
の
研
究
職
給
料
表
の
適

用
を
受
け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
人
事
委
員
会
の
定
め

る
も
の
に
適
用
さ
れ
る
区
分
と
同
じ
区
分
と
す
る
。

　

（
補
則
）

第
九
条　

こ
の
規
則
に
よ
り
難
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
人
事
委
員
会
の

承
認
を
得
て
、
別
段
の
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し

、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

簑　

田　

孝　

行　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
九
号

　
　
　

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

　
　
　

則

　

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
人
事
委
員

会
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
二
条
の
二
第
二
号
中
「
。
以
下
「
同
居
配
偶
者
」
と
い
う
」
を
削
る
。

　

第
十
二
条
の
三
を
削
る
。

　

第
十
二
条
の
四
中
「
県
職
員
給
与
条
例
第
十
三
条
の
三
第
三
項
、
警
察
職
員
給
与
条
例
第
十
二
条
の

三
第
三
項
及
び
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
三
条
の
三
第
三
項
」
を
「
県
職
員
給
与
条
例
第
十
三
条
の
三

第
二
項
、
警
察
職
員
給
与
条
例
第
十
二
条
の
三
第
二
項
及
び
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
三
条
の
三
第
二

項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
の
三
と
す
る
。

　

第
十
二
条
の
四
の
二
の
見
出
し
を
「
（
権
衡
職
員
の
範
囲
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
県
職
員
給
与
条

例
第
十
三
条
の
三
第
三
項
、
警
察
職
員
給
与
条
例
第
十
二
条
の
三
第
三
項
及
び
学
校
職
員
給
与
条
例
第

十
三
条
の
三
第
三
項
」
を
「
県
職
員
給
与
条
例
第
十
三
条
の
三
第
二
項
、
警
察
職
員
給
与
条
例
第
十
二

条
の
三
第
二
項
及
び
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
三
条
の
三
第
二
項
」
に
改
め
、
「
（
第
十
二
条
の
四
の
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様式第３号（第12条の５関係）

１号紙

年　　月　　日提出

任命権者

殿

印

届け出の理由（該当する□に✓印を付する。）

□１　新　規

□２　支給要件の喪失

□３　住居の変更（１又は２に該当する場合を除く）

□４　契約関係の変更

□５　家賃額の改定 （届出の理由が生じた日）

□６　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 年　　月　　日

受　　理　　年　　月　　日　　　　　　　年　　月　　日 受　理 ㊞

主との契約に係る家賃を記入する。１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１

記入上の注意１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
「家賃額」欄には、権利金、敷金、食費、電気代、ガス代、水道代、共益費若しくは店舗付住宅

の店舗部分その他これに類するものに係る借料又は借り受けた住宅を他に転貸している場合の転貸
部分に係る家賃等を含まない額を記入する。ただし、居住に関する支払額に電気、ガス若しくは水
道の料金が含まれている場合（例：光熱費込みの下宿代）又は居住に関する支払額に食費等が含ま
れている場合（例：まかない付下宿代）で家賃に相当する額の算出が困難なときは、光熱費、食費
等を含めた額（光熱費込みの下宿代又はまかない付下宿代）を記入し、この場合、該当するものに
ついて✓印を付するものとする。１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
また、職員が、その扶養親族の借り受けている住宅を転貸している場合には、当該扶養親族と貸

 　（光熱費込みの下宿代）
 □食費等が含まれている。（まかない付下宿代）

職
名

氏
名

（　年　月　日から）

（　年　月　日から）  □食費等が含まれている。（まかない付下宿代）
 　（光熱費込みの下宿代）
 □電気、ガス又は水道の料金が含まれている。

 左記家賃等には

 左記家賃等には

 □電気、ガス又は水道の料金が含まれている。

配
偶
者
等
の
借
家
借
間

住 宅 の 借 主
□本　人　□扶養親族　続柄　　共同名義人が□いない　続柄（　　）
　　　　　　　　　　（　　）　　　　　　　□いる　　　　（　　）

家 賃 等
月額　　　　　　円

住 所

住 宅 の 貸 主 住 所

住 宅 の 所 在
地

住 宅 所 有 者 続柄（　　）

続柄（　　）

住 所

住宅への入居日 年　　月　　日

住 宅 の 借 主
　　　　　　　　　　（　　）　　　　　　　□いる　　　　（　　）

住 宅 の 貸 主

住　　　　居　　　　届

 勤務公署名

契 約 開 始 日 年　　月　　日から 住宅への入居日 年　　月　　日

月額　　　　　　円
家 賃 等

借
家
・
借
間

　福岡県職員の給与に関する条例等の施行に関する規則第12条の５の規定に基づき、居住の実情を
届け出ます。
（契約書等証明書類　　通添付）

住 所

年　　月　　日から

続柄（　　）

契 約 開 始 日

住 宅 の 所 在
地

住 宅 所 有 者

続柄（　　）

□本　人　□扶養親族　続柄　　共同名義人が□いない　続柄（　　）
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２号紙

　 年　 月　 日 円

　 年　 月　 日 円

　 年　 月　 日 円

　 年　 月　 日 円

　　年　　月　　日

摘要

 上記のとおり確認し、決定する。 決

裁

職 名

印

確　認　及　び　決　定　欄

□該当
　□借家・借間等の居住者
　□配偶者等の借家・借間等
□非該当
　理由

支給の始期等 住居手当の月額

規則第12条の７に規定する家賃額に相当する額は　　　　　　　円であると算定する。

決
定
事
項

該 当 ・ 非 該 当 の 別 算出基礎 備考
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さ
れ
る
同
規
則
本
則
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関

す
る
規
則

」
と
す
る
。

　

福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
調
整
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に

公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

簑　

田　

孝　

行　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
号

　
　
　

福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
調
整
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
調
整
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二

十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
第
二
号
中
「
十
年
」
を
「
十
五
年
」
に
改
め
る
。　
　
　
　

　

第
六
条
第
一
項
中
「
若
し
く
は
第
三
号
又
は
第
四
条
第
二
号
」
を
削
り
、
「
十
年
」
の
下
に
「
、
第

三
条
第
三
号
又
は
第
四
条
第
二
号
に
規
定
す
る
職
員
に
あ
つ
て
は
十
五
年
」
を
加
え
る
。

別
表
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第

十
一
号
）
附
則
第
二
項
、
福
岡
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
平
成
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
二
十
二
号
）
附
則
第
二
項
及
び
福
岡
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
二
十
五
号
）
附
則
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
住
居
手
当
が
支
給
さ
れ
る
間
に
お
い
て
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
福
岡
県
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
改
正
前
の
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
の

三
、
第
十
二
条
の
四
の
三
か
ら
第
十
二
条
の
四
の
五
ま
で
及
び
第
十
二
条
の
五
第
一
項
並
び
に
様
式

第
三
号
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
改
正
前
の
規
則
第
十
二
条

の
三
中
「
県
職
員
給
与
条
例
」
と
あ
る
の
は
「
福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
平
成
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
十
一
号
）
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
条
例
本
則
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
県
職
員
給
与
条
例
（
以
下
「
改
正

前
の
県
職
員
給
与
条
例
」
と
い
う
。
）
」
と
、
「
警
察
職
員
給
与
条
例
」
と
あ
る
の
は
「
福
岡
県
警

察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
二
十
五

号
）
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
条
例
本
則
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
警
察
職
員
給
与
条
例
（
以
下
「
改
正
前
の
警
察
職
員
給
与
条
例
」
と
い
う
。
）
」
と

、
「
学
校
職
員
給
与
条
例
」
と
あ
る
の
は
「
福
岡
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
二
十
二
号
）
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お

そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
条
例
本
則
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
学
校
職
員
給
与
条
例
（

以
下
「
改
正
前
の
学
校
職
員
給
与
条
例
」
と
い
う
。
）
」
と
、
改
正
前
の
規
則
第
十
二
条
の
四
の
三

か
ら
第
十
二
条
の
四
の
五
ま
で
の
規
定
中
「
県
職
員
給
与
条
例
」
と
あ
る
の
は
「
改
正
前
の
県
職
員

給
与
条
例
」
と
、
「
警
察
職
員
給
与
条
例
」
と
あ
る
の
は
「
改
正
前
の
警
察
職
員
給
与
条
例
」
と
、

「
学
校
職
員
給
与
条
例
」
と
あ
る
の
は
「
改
正
前
の
学
校
職
員
給
与
条
例
」
と
、
改
正
前
の
規
則
様

式
第
三
号
中
「福

岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則

」
と
あ
る
の
は
「福

岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（平
成

25年

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
９
号

）附
則
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と

円
30,000

27,000

24,000

21,000

18,000

15,000

12,000

9,000

6,000

3,000

円
100,000

100,000

100,000

100,000

100,000

90,000

80,000

60,000

40,000

20,000

円
159,100

159,100

159,100

159,100

159,100

159,100

159,100

159,100

159,100

159,100

159,100

159,100

159,100

159,100

159,100

159,100

156,500

153,900

151,300

148,700

146,100

140,500

135,200

129,600

124,300

118,900

111,100

103,200

95,400

87,600

79,100

70,700

62,000

49,400

37,500
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を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制

定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

簑　

田　

孝　

行　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
二
号

福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

　

福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
人
事

委
員
会
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
七
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、

こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

簑　

田　

孝　

行　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
一
号

　
　
　

福
岡
県
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
福
岡
県
人
事
委
員
会

規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
二
項
中
「
第
三
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
三
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
八
号
中

円
30,000

28,000

26,000

24,000

22,000

20,000

18,000

16,000

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

円
100,000

100,000

100,000

100,000

100,000

90,000

80,000

60,000

40,000

20,000

円
159,100

159,100

159,100

159,100

159,100

159,100

159,100

159,100

159,100

159,100

159,100

159,100

159,100

159,100

159,100

159,100

156,500

153,900

151,300

148,700

146,100

140,500

135,200

129,600

124,300

118,900

111,100

103,200

 95,400

 87,600

 79,100

 70,700

 62,000

 49,400

37,500

防　　疫
作　　業

円

イ
日

ロ
日

ハ
日

円

イ
日

ロ
日

ハ
日

防　　疫
作　　業

円

日

円

日

２

７

２

10

２

13
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四
十
五　

平
成
二
十
五
年
改
正
条
例
附
則
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
研
究
職
給
料
表
の
経
過
的
特

　
　
　

例
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
規
則
（
平
成
二
十
五
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八
号

　
　
　

）
に
基
づ
く
次
の
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　

１　

第
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
規
則
に
よ
り
難
い
場
合
の
別
段
の
取
扱
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
承
認
す
る
こ
と
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
改
正
後
の
別
表
第
一
給
与
公
平
課
の
項
第
二

十
一
項
及
び
第
四
十
五
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
福
岡
県
収
用
委
員
会
訓
令
第
一
号

　

福
岡
県
収
用
委
員
会
の
文
書
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
収
用
委
員
会
会
長　
　

稲　

澤　

勝　

彦　
　

　
　
　

福
岡
県
収
用
委
員
会
の
文
書
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
程

　

福
岡
県
収
用
委
員
会
の
事
務
に
係
る
文
書
の
取
扱
い
に
関
し
て
は
、
特
に
定
め
る
場
合
を
除
い
て
は

、
福
岡
県
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十
六
年
一
月
福
岡
県
訓
令
第
一
号
）
の
規
定
の
例
に
よ
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
福
岡
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
一
号

事　

務　

局　
　

　

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

簑　

田　

孝　

行　
　

　
　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
事
務
決
裁
規
程
（
平
成
十
二
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
二
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
給
与
公
平
課
の
項
第
十
三
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
県
営
工
事
特

殊
業
務
手
当
」
を
「
危
険
業
務
手
当
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
坑
内

作
業
手
当
」
を
「
危
険
業
務
手
当
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

　

２　

第
三
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
著
し
く
危
険
で
あ
る
作
業
と
認
め
る
こ
と
。

　

別
表
第
一
給
与
公
平
課
の
項
第
二
十
一
項
中
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
第
十
二
条
の
四
の

二
」
を
「
第
十
二
条
の
四
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を
削
り
、
同
項
第
五

号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
五
号
の
二
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
五
号
の
三
を
同
項
第
五
号

と
す
る
。

　

別
表
第
一
給
与
公
平
課
の
項
中
第
四
十
六
項
を
第
四
十
七
項
と
し
、
第
四
十
五
項
を
第
四
十
六
項
と

し
、
第
四
十
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。
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